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彰
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　大崎八幡宮の松焚祭は、正月飾りや古神札等
を焼納する正月送りの行事。
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ま
た
、
正
面
ゲ
ー
ト
脇
の
「
ア
メ
リ
カ
村
」

で
も
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
基

地
の
航
空
兵
に
と
っ
て
の
最
大
の
盛
り
上
が

り
は
昨
年
が
空
軍
60
周
年
記
念
で
あ
り
、
私

達
は
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
日
本
の
友
人
と

過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
出
来
事
は
、

三
沢
基
地
の
軍
人
関
係
者
及
び
家
族
た
ち
の

記
憶
の
中
に
永
遠
に
留
め
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。

　

今
、
長
く
困
難
な
仕
事
を
終
え
、
三
沢
基

地
の
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
は
彼
ら
の
愛
す
る

家
族
達
と
の
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
こ
の
年
末
年
始
休
暇
は
、
贈
り
物
の
や

り
と
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
、
聖
歌
の
唱
歌
、
祝

宴
会
や
そ
の
他
活
動
の
時
間
と
な
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
休
暇
は
、
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
、
観
光
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
イ
ン
グ
（
訳
注
：

「
か
ん
じ
き
」
様
の
履
物
で
の
散
策
）
の
機

会
を
も
た
ら
し
、
我
が
航
空
兵
、
陸
兵
、
水

兵
は
こ
の
よ
う
な
活
動
を
最
大
限
に
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
、
昨
年
は
と
て
も
実
り
多
い

も
の
で
し
た
。
私
は
１
月
、
司
令
官
交
代
式

で
の
司
会
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ

ろ
、
こ
れ
は
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
し
た
。

ま
た
、
報
道
部
長
と
し
て
、
「
作
戦
即
応
態

勢
検
閲
」
に
お
い
て
ス
タ
ッ
フ
を
指
揮
し
ま

し
た
。
私
の
ス
タ
ッ
フ
は
「
傑
出
し
た
チ
ー

ム
」
と
し
て
賞
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
そ
の

数
週
間
後
、
私
は
、
第
379
航
空
遠
征
航
空
団

の
報
道
部
長
を
務
め
る
た
め
中
東
に
展
開
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
派
遣
中
、
サ
ウ
ジ

技
能
を
実
際
に
試
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ほ
ん
の
数
例
を
挙
げ
れ
ば
、
第
13
及
び

第
14
戦
闘
飛
行
隊
、
憲
兵
隊
、
施
設
隊
、
整

備
隊
が
、
２
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
、
イ
ラ

ク
自
由
作
戦
・
不
朽
の
自
由
作
戦
に
お
い

て
、
三
沢
基
地
そ
し
て
合
衆
国
を
代
表
し
ま

し
た
。

　

我
々
の
す
べ
て
の
成
功
を
通
し
て
、
当
団

の
航
空
兵
、
陸
兵
、
水
兵
は
、
彼
ら
の
家
族

そ
し
て
友
人
に
よ
る
献
身
と
支
援
な
く
し
て

そ
れ
ら
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
派
遣
に

よ
り
後
に
残
さ
れ
た
者
た
ち
は
、
手
綱
を
引

き
締
め
、
家
庭
生
活
が
う
ま
く
い
く
よ
う
維

持
し
て
き
た
の
で
す
。

　

三
沢
基
地
で
は
、
「
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
」
（
４

月
７
日
）
と
「
ア
メ
リ
カ
ン
デ
ー
」
（
６
月

２
日
）
に
お
い
て
日
本
の
友
人
達
と
共
に
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

楽
し
み
に
満
ち
た
航
空
シ
ョ
ー
（
９
月
２
日
）

も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
彼
ら
は

　

昨
年
、
三
沢
基
地
の
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー

に
は
、
感
謝
す
べ
き
多
く
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
２
０
０
７
年
は
第
35
戦
闘
航
空
団
に

と
り
成
功
と
成
果
で
満
た
さ
れ
た
年
で
あ

り
、
ま
た
三
沢
市
の
偉
大
な
る
隣
人
そ
し
て

友
人
と
の
関
係
が
深
ま
っ
た
期
間
で
も
あ
り

ま
す
。

　

１
月
、
サ
ム
・
ア
ン
ジ
ェ
レ
ラ
准
将
か
ら

T
・
J
・
オ
シ
ョ
ー
ネ
シ
ィ
大
佐
へ
の
交
代

に
よ
り
、
我
々
に
当
団
の
新
司
令
官
が
も
た

ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
間
も
な
く
、
オ

シ
ョ
ー
ネ
シ
ィ
大
佐
は
、
我
々
の
戦
闘
集
団

と
し
て
の
戦
術
技
能
を
テ
ス
ト
す
る
た
め
の

非
常
に
精
力
的
な
「
作
戦
即
応
態
勢
検
閲
」

を
通
じ
、
第
35
戦
闘
航
空
団
の
す
べ
て
の
メ

ン
バ
ー
を
指
揮
し
ま
し
た
。
我
々
は
そ
の
課

題
に
う
ま
く
対
応
し
、
「
優
秀
」
の
評
価
を

勝
ち
取
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
当
団
は
、
１
，
３
０
０
人
の
航
空

兵
が
テ
ロ
に
対
す
る
世
界
規
模
の
戦
争
を
支

援
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
時
、
そ
の
戦
術

　

今
回
は
、
米
空
軍
三
沢
基
地
の
報
道
部
長
（
テ
レ
サ
・
サ
リ
バ
ン
大
尉
）
が
、
こ
の
一
年

を
振
り
返
っ
て
、
米
軍
の
主
な
活
動
や
軍
人
・
家
族
と
三
沢
市
の
市
民
等
と
の
ふ
れ
あ
い
な

ど
、
ご
自
分
の
体
験
も
踏
ま
え
て
紹
介
し
ま
す
。
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特
集
：
米
空
軍
三
沢
基
地
（
一
年
を
振
り
返
っ
て
）

中東に展開中、机に向かって勤務するサリバン
大尉
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ア
ラ
ビ
ア
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
、

そ
し
て
レ
バ
ノ
ン
に
前
方
展
開
し
ま
し
た
。

戦
闘
作
戦
の
一
翼
を
担
い
、
こ
れ
に
貢
献
す

る
機
会
を
得
る
こ
と
は
、
心
が
躍
る
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。
９
月
下
旬
に
三
沢
に
戻
り
、

そ
の
数
週
間
後
、
在
イ
ラ
ク
・
バ
ラ
ッ
ド
空

軍
基
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
私
の
夫
も
、
無

事
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
一
年
間
は
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
が
、
私
の
よ
う
に
、
三
沢
基

地
の
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
は
、
冒
険
的
な
そ

し
て
任
務
に
係
る
自
分
自
身
の
「
物
語
」
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

昨
年
は
感
動
的
な
年
で
し
た
。
そ
し
て

三
沢
基
地
の
メ
ン
バ
ー
達
は
、
多
忙
な

２
０
０
８
年
に
備
え
、
休
暇
の
後
に
心
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
英
気
を
養
う
機
会
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
も
ど
お
り
、
三
沢

基
地
の
す
べ
て
の
メ
ン
バ
ー
は
、
三
沢
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
方
々
と
分
か
ち
合
う
堅
固

な
関
係
、
そ
し
て
日
本
文
化
を
学
べ
る
機
会

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
三
沢
基
地
の
す
べ
て

の
メ
ン
バ
ー
を
代
表
し
、
２
０
０
８
年
が
健

康
で
繁
栄
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り

致
し
ま
す
！

3

開催日 イベント名 開催場所 問い合わせ先

平成 20 年２月 23 日（土） 第６師団音楽まつり	
天童市民文化センター

（予定）
第６師団広報室　０２３７－４８－１１５１（内線：２５４）

平成 20 年３月１日（土）　 第４４回東北方面音楽隊定期演奏会 イズミティ２１ 東北方面総監部広報室　０２２－２３１－１１１１（内線：２６６８）

平成 20 年３月７日（金）　 第２５回自衛隊郡山音楽祭 郡山市民文化センター 郡山駐屯地広報班　	０２４－９５１－０２２５（内線：２８４）

平成 20 年３月 15 日（土） 第９師団定期演奏会 青森市市民文化会館 第９師団広報室　０１７－７８１－０１６１（内線：２５９）

平成20年４月13日（日）予定 郡山駐屯地創立５５周年記念行事 郡山駐屯地 郡山駐屯地広報班　０２４－９５１－０２２５（内線：２８４）

平成20年４月13日（日）予定
船岡駐屯地創立４９周年・第２施設
団創隊４７周年記念行事

船岡駐屯地 船岡駐屯地司令職務室　０２２４－５５－２３０１（内線：２１１）

平成 20 年４月中旬 船岡駐屯地さくら祭り 船岡駐屯地 同上

平成20年４月20日（日）予定 霞目駐屯地創立５１周年記念行事 霞目駐屯地
霞目駐屯地広報室　０２２－２８６－３１０１

（内線：３０１，３６３）

平成 20 年４月 26 日（土） 多賀城駐屯地創立５４周年記念行事 多賀城駐屯地 多賀城駐屯地広報室　０２２－３６５－２１２１（内線：２０８）

平成20年４月27日（日）予定 八戸駐屯地創立５２周年記念行事 八戸駐屯地 八戸駐屯地広報班　０１７８－２８－３１１１（内線：３８０４）

平成20年４月27日（日）予定 弘前駐屯地創立４０周年記念行事 弘前駐屯地 弘前駐屯地広報班　０１７２－８７－２１１１（内線：２０６）

※事前の申し込み、入場整理券等が必要なイベントもありますので、お出かけの前にお問い合わせ先にご確認ください。

　自衛隊（東北管内）が今後予定している広報行事等は、次のとおりです。
　是非、見に来てください。

東北の自衛隊の広報行事の紹介

中東で憲兵隊の任務を取材中

戦闘で手足を失った英国人のためのハーフマラ
ソンの準備をするサリバン大尉とスタッフ

アフガニスタンのカンダハル国際空港、へラン
ド州に空中投下する航空機で

ラスベガスで行われた授賞式（昨年 12 月）、
夫のラリー・サリバン大尉と共に参加
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会
計
監
査
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

宗
秀

　

東
北
防
衛
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

隆

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
職
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
希
望
に
満
ち
た
新
年
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
局
に
お
け
る
昨
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
車
力
通
信
所
に
お
け
る
Ｘ
バ

ン
ド
レ
ー
ダ
ー
の
本
格
運
用
、
嘉
手
納
飛
行

場
か
ら
の
移
転
訓
練
、
三
沢
飛
行
場
へ
の
Ｊ

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｓ
の
配
備
、
防
衛
問
題
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
、
王
城
寺
原
演
習
場
に
お
け
る
米
海
兵

隊
実
弾
射
撃
訓
練
の
中
止
に
係
る
問
題
等
、

当
局
に
と
っ
て
重
要
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
と
り
わ
け
、
９
月
に
防
衛
施
設
庁
が
廃

止
さ
れ
、
防
衛
省
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
仙
台
防
衛
施
設
局
は
45
年
に
及
ぶ
歴
史

に
幕
を
閉
じ
、防
衛
省
の
地
方
支
分
部
局「
東

北
防
衛
局
」と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
、

ま
さ
に
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。
組
織
の
改
編
に
よ
り
、
当
局
は
、
施

設
行
政
に
加
え
、
東
北
地
方
に
お
け
る
防
衛

行
政
全
般
の
拠
点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
方
と
の
協
力
関
係
の
強
化
が
求
め
ら
れ

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
前
防
衛
事
務
次
官
の

汚
職
事
件
を
始
め
と
す
る
防
衛
省
に
お
け
る

様
々
な
不
祥
事
に
対
す
る
国
民
の
目
は
非
常

に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
失
わ
れ
た
信
頼
を

回
復
し
、
国
民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
に
は

一
層
の
努
力
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
職
員
一
人
一
人
が
誇
り
と
責
任
を

持
ち
、
厳
正
か
つ
公
平
な
職
務
の
遂
行
に
努

め
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の
難
局

を
乗
り
切
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
上
で
、
当
局
に
与
え
ら
れ
た
業
務
を

推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、情
報
の
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
づ
く
り
、
効
率
的

な
業
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ

り
も
皆
様
の
健
康
が
第
一
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

防
衛
補
佐
官
を
拝
命
し
た
堀
部
で
す
。
防

衛
補
佐
官
は
、
昨
年
９
月
１
日
の
東
北
防
衛

局
の
開
局
に
伴
い
新
設
さ
れ
た
ポ
ス
ト
で
、

「
自
衛
官
が
部
隊
運
用
等
の
見
地
か
ら
局
長

を
補
佐
」
す
る
こ
と
を
役
割
と
し
て
ま
す
。

　

私
は
、
初
め
て
東
北
地
域
に
勤
務
す
る
こ

と
も
あ
り
、
着
任
後
の
約
２
ヶ
月
間
は
局
管

内
の
陸
・
海
・
空
各
自
衛
隊
及
び
米
軍
を
訪

問
し
、
各
部
隊
等
の
現
状
等
や
防
衛
施
設
の

整
備
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
東
北
防

衛
局
の
業
務
内
容
の
理
解
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
現
在
、
局
長
の
特
命
を

受
け
て
、
局
中
堅
職
員
を
対
象
に
自
衛
隊
等

に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
自
衛

隊
と
東
北
防
衛
局
の
相
互
理
解
の
一
助
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。  

　

会
計
監
査
官
は
、
昨
年
９
月
１
日
の
組
織

改
編
に
伴
い
、
地
方
防
衛
局
が
行
う
会
計
監

査
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
地
方
防
衛
局

長
が
統
括
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
会
計
監

査
事
務
を
行
う
職
員
と
し
て
各
地
方
防
衛
局

に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
ポ
ス
ト
で
す
。

  

会
計
監
査
は
、
防
衛
大
臣
か
ら
示
さ
れ
る

当
該
年
度
の
重
点
監
査
項
目
を
柱
に
、
年
度

監
査
計
画
を
立
案
し
、
基
本
的
な
会
計
経
理

と
共
に
監
査
を
実
施
致
し
ま
す
。

  

厳
し
い
経
済
財
政
状
況
の
下
、
今
後
と
も

合
規
性
・
経
済
性
・
有
効
性
を
考
慮
し
つ
つ
、

適
正
且
つ
効
率
的
な
業
務
の
執
行
が
行
え
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

局
長
の
年
頭
挨
拶

　

防
衛
補
佐
官　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
部　

勇
二　

　

こ
れ
か
ら
も
職
務
の
幅
と
深
さ
を
増
し

て
、
東
北
防
衛
局
の
内
外
か
ら
頼
ら
れ
る

補
佐
官
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

新
ポ
ス
ト
の
紹
介
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東北のかなめ（第２号）

大湊地方隊公務員宿舎（単身

者用）が完成

防衛問題セミナーの開催

　東北防衛局では、昨年９月か

ら 12 月にかけて、テロ対策特

別措置法に基づく海上自衛隊の

活動の意義や内容を広く国民に

理解してもらうため、「防衛問

題セミナー」を仙台市、青森市、

福島市及び山形市の４カ所で開

催しました。

　本セミナーでは、防衛省担当

課長から海上自衛隊による補給

活動の意義、内容等の説明のほ

か、実際に活動に従事した海上自衛官による講話等が行われ、４回の開催で一般市民を始め地方公共団体関係者、

国会議員関係者など合計約 660 人が聴講に訪れました。

　参加者に任意で行ったアンケートでは、約８割の方々から、セミナーの内容を「よく理解できた」又は「理解できた」

との回答をいただきました。今回のセミナーを通じて、テロ対策特別措置法に基づく自衛隊の活動等に対する理解

が深められたものと考えています。

　海上自衛隊大湊地方隊は、津軽海峡と宗谷海

峡を含む青森県以北の周辺海域の防衛・警備等

を任務としています。この大湊地方隊で勤務す

る多くの自衛官の中でやむを得ず単身赴任と

なっている自衛官の方々（特に幹部自衛官が多

い）にも十分に任務を遂行し得る環境を整える

ため、既存施設の老朽化に伴い新たに単身者用

公務員宿舎が建設されました。

　この施設は、鉄筋コンクリート造５階建て１

棟、延べ面積約２，０００㎡、全 60 戸の宿舎で、

室内は１戸当たり６畳（フローリング）一間の１Ｋタイプ、生活に支障のない

ようユニットバスとキッチンなどの設備を整えています。平成 18 年４月に着工

し、平成 19 年 11 月末に完成したところです。

　家族と遠く離れ、厳しく緊張感のある任務に従事している自衛官の方々にとっ

て、いくらかでも不便が解消され、ゆっくり休養できる生活の場となることを

願っています。　

木村太郎衆議院議員挨拶（青森会場）

中山燁子衆議院議員挨拶（山形会場）
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東北のかなめ（第２号）

　平成 19 年 12 月 12 日、酒井東北防衛局長は、12 月８日から 16 日の間、仙台駐屯地において実施された平成

19 年度日米共同方面隊指揮所演習「ＹＳ（やまさくら）５３」（陸自約３，５００人、米軍約１，５００人が参加）

を研修しました。

　当日、朝 10 時に到着した局長は、最初に東北方面総監部を訪れて宗像総監に挨拶した後、これまでのＹＳ演習の

歴史、この一年間の演習準備、演習の全般構成等についてブリーフィングを受け、統裁部地域と演習部隊指揮所地

域を案内され、東北方面隊や米陸軍第１軍団等

が行う指揮・幕僚活動と統裁状況を研修しまし

た。研修後、昼食を挟み、山本東北方面幕僚長

と懇談等を行った後、13 時に駐屯地を後にしま

した。

　また、当該研修においては、部隊側の案内者

による説明を補足的に解説するなど局長を補佐

するため、過去に６回のＹＳ演習の参加経験の

ある東北防衛局防衛補佐官堀部２等陸佐が随行

しました。

　なお、東北防衛局のその他の職員についても、

当該ＹＳ演習の期間を３日間に分かれて、延べ

29 名が研修に参加しました。

　

こ
れ
ま
で
永
年
に
わ
た
り
三
沢
飛
行
場
の

安
定
的
な
使
用
に
協
力
さ
れ
た
北
村
氏
の
功

績
に
対
し
、
平
成
19
年
11
月
１
日
付
け
で
東

北
防
衛
局
長
感
謝
状
が
送
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
三
沢
防
衛
事
務
所
に
お
い
て
、
石
塚
総

務
部
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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感
謝
状
の
贈
呈

永
年
勤
続
者
表
彰

局長等のＹＳ－５３研修

　

自
衛
隊
記
念
日
に
当
た
り
、
防
衛
省
永
年

勤
続
者
表
彰
が
、
平
成
19
年
11
月
１
日
、
二

階
大
会
議
室
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
被
表
彰
者
に
対
し
、
表
彰
状

及
び
記
念
品
が
授
与
さ
れ
、
酒
井
局
長
か
ら

お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◆
防
衛
省
永
年
勤
続
者
表
彰

　
　
（
二
十
五
年
以
上
勤
続
者
）

総
務
部　

会

計

課　

 

相
原　

光
知

企
画
部　

周
辺
環
境
整
備
課　

 

駒
ヶ
嶺
孝
志

調
達
部　

調
達
計
画
課　

 

金　
　
　

斉

郡
山
防
衛
事
務
所　

 

水
本　
　

伸



東北のかなめ（第２号）

　その徳姫の父とされる藤原清衡は、東北地方
の戦乱（前九年の役、後三年の役）の中を生き
延び、戦役の勝者として奥州奥六郡を支配下に
治めた後、奥州の戦乱で亡くなった多くの人
の霊を弔い、争いのない仏国土への願いを込
め、奥州平泉に中尊寺を建立、奥州藤原四代約
１００年続く栄華の礎を築いた武将である。
　ところで、前九年の役後、奥州を治めた清原
武貞の後を嗣いだ真衡に子がなかったため、後
に徳姫の夫となる岩城則道から養子を迎えた。
しかし、そのことが一つの契機として清原家の
内紛、後三年の役が起こる。この後三年の役で、
清衡の妻子一族が殺されたが清衡自身は辛うじ
て生き延びた。後世、その清衡の娘、徳姫が岩
城則道に嫁ぎ、夫岩城の菩提を弔う阿弥陀堂を
建立したのは、まさに戦乱の世を生きた父清衡
と同じように、争いのない仏国土への願いによ
るものではなかったかと思いを巡らすのであ
る。
　ここ白水の地名は、徳姫の故郷である奥州平泉の「泉」を分字し、「白水」と名付けたとも伝えられている。また、この地
方を岩城平と称していた。岩城平と白水を泉として合わせると、岩城の平泉となる。まか不思議な話である。

　福島県浜通南部、いわき市内郷白水町の菩提山無量寿院願成寺の一角に国宝「白水阿弥陀堂」がある。日々寒さが身
にしみる師走初旬にも拘わらず、当地は未だ紅葉に彩られていた。
　歴史を辿ると、平安時代末期、奥州平泉の藤原清衡の娘であり、海道の地（現在の福島県浜通り南部）を治めていた
岩城則道氏夫人である徳姫が、ここ白水に霊地を得て願成寺を建立。夫岩城則道の没後の永歴元年（１１６０年）、亡夫
の菩提を弔うため、願成寺の一角に創立したのが白水阿弥陀堂である。
　御堂は、方三間の単層宝形造で屋根はこけら葺き。内部には国指定重要文化財の阿弥陀如来像を中心に、両脇に観世
音菩薩、勢至菩薩像、持国天王、多聞天王の五体の像が安置されている。また、御堂は東西南の三方を池に囲まれ、正
面に当たる南から中ノ島の朱塗りの橋を渡り、御堂に至る参拝道が設けられている。このように阿弥陀堂を中心とした
寺院様式は、平安時代末期に盛んだった浄土式庭園の様を呈しており、平泉建築の流れを汲んでいる。

7

東
北
の
寄
り
道

白
水
阿
弥
陀
堂

（企画部施設取得課職員からの寄稿）



東北のかなめ（第２号）

（東北防衛局ＨＰトップページ） （「主な業務」の目次）

（業務内容の説明）
（課等の事務内容と連絡先）

クリック

　明けましておめでとうございます。

　さて、「東北のかなめ」第２号の発行に当たっては、「新年」を一つのテー

マとして、表紙の写真に「大崎八幡宮の松焚祭」、局長の年頭挨拶、特集・米

空軍三沢基地の報道部長の「一年を振り返って」を掲載しました。また、新

ポストの紹介、防衛問題セミナーの開催及び施設の完成等に関すること、そ

して、東北防衛局ホームページに開設した「主な業務の紹介ページ」につい

てお知らせしました。皆様のお役に立てることを願っています。

　編集委員会としても、新たな年となり心新たに、更に充実した親しみのあ

る広報を目指し、鋭意、努めてまいります。

　平成 19 年９月１日に開設しました東北防衛局ホームページにおいて、長らく工事中となっておりました業務紹介

ページを開設させていただきましたので、お知らせします。

　業務紹介ページでは、主な業務内容を写真やグラフィックも加えて分かりやすく説明するとともに、課等の主な

事務内容から連絡先が分かるようにしております。東北防衛局へのご照会やご連絡などの際には、是非、ご参考に

していただければ幸いです。

　今後とも、東北防衛局ホームページの運用にあたりましては、「分かりやすく、魅力ある、情報を正しく早く」を

コンセプトに情報の提供に努めて参ります。

東北防衛局ＨＰに「主な業務の紹介ページ」を開設

（仙台塩釜港の日の出）
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ホームページ
　http://www.mod.go.jp/rdb/tohoku/

編集後記


